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発
　
　
行

ふ

れ
あ
い
荘

（
代
）

鈴
木
宏
彰
（
代
）

鈴
木
宏
彰

令
和
７
年
11
月

令
和
７
年
11
月

４
５
号
（
3
0
周
年
記
念
号
）

４
５
号
（
3
0
周
年
記
念
号
）

～
お
か
げ
さ
ま
で
ふ
れ
あ
い
荘
は
開
設
30周
年
を
迎
え
ま
し
た
～

～
お
か
げ
さ
ま
で
ふ
れ
あ
い
荘
は
開
設
30周
年
を
迎
え
ま
し
た
～

寄
付
・
寄
贈
（
順
不
同
）

寄
付
・
寄
贈
（
順
不
同
）

遠
藤

　博
幸

　様

菅
井

　孝
子

　様

柴
田

　長
五
郎

　様

長
岡

　満
智
子

　様

近
衛

　み
つ
ゑ

　様

阿
部

　文
彦

　様

阿
部

　俊
治

　様

佐
竹

　秀
俊

　様

阿
部

　吉
美

　様

菅
井

　正
治

　様

菅
井

　博

　様

伊
藤

　す
け
子

　様

長
岡

　輝
美

　様

鈴
木

　五
郎

　様

寒
河
江
法
人
会

　女
性
部

　様

古
川

　征
一

　様

常
盤
楯
山
を
整
備
す
る
会

　様

朝
日
町
商
工
会

　女
性
部

　様

安
藤

　昭
義

　様

退
職
公
務
員
連
盟

　朝
日
地
区
会

　様

渡
辺

　き
よ
み

　様

冨
樫

　冨
美
代

　様

阿
部

　勉

　様

柴
田

　勇

　様

堀

　文
仁

　様

鈴
木

　利
和

　様

五
十
嵐

　美
恵
子

　様

朝
日
町
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会

　様

な
ご
み
会

　様

朝
日
町
民
生
児
童
委
員

　様

朝
日
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

　様

（自）令和6年4月1日　（至）令和7年3月31日

事業報告書、決算書については法人事務所（ふれあい荘

事務室）またはホームページで閲覧することができます。
～閲覧について～

社会福祉法人朝日町福祉会　令和６年度 決算報告書

問合せ
TEL :0237-67-3701

職員募集中！
あたたかいお心遣いありがとうございます。あたたかいお心遣いありがとうございます。あたたかいお心遣いありがとうございます。

（令和６年９月～令和７年８月）

ふれあい荘では、一緒に働いてくれ
る職員を募集しています！募集職
種、詳細については、ハローワーク
や、電話にてお問合せください。ホ
ームページに、活躍している職員の
声なども掲載していますので、ぜひ
覗いてみてください！！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
訪
問
（
順
不
同
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
訪
問
（
順
不
同
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
し
ま
し
た
！

こ
ち
ら
で
も
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

https://w
w
w
.fureaiso.or.jp/



　
社
会
福
祉
法
人
朝
日
町
福
祉
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
荘
が
創
立
三
十
周
年
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
貴
施
設
は
、平
成
七
年
に
朝
日
町
で
初
め
て
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
し
て
創
立
以
来
今

日
に
い
た
る
ま
で
の
道
の
り
は
、決
し
て
平
坦
な
も
の
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。こ
の

間
、理
事
長
、役
員
の
方
々
を
は
じ
め
、施
設
長
や
職
員
の
皆
様
方
が
熱
意
を
持
っ
て
運
営
に
あ

た
ら
れ
、こ
こ
に
三
十
年
の
歴
史
を
刻
ま
れ
た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
三
十
年
間
、日
本
社
会
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。少
子
高
齢
化
は
急
速
に
進
み
、介

護
の
あ
り
方
も
ま
た
、多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
進
化
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
変

化
の
渦
中
に
お
い
て
、貴
施
設
は
常
に
時
代
の
要
請
に
応
え
、地
域
福
祉
の
中
心
的
役
割
を
担
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、２
０
４
０
年
に
は
団
塊
ジ
ュニ
ア
世
代
が
65
歳
以
上
に
な
る
こ
と
で
日

本
の
高
齢
化
率
が
総
人
口
の
約
35
％
と
推
計
さ
れ
、85
歳
以
上
人
口
が
急
増
し
ま
す
。医
療・

介
護
双
方
の
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
高
齢
者
な
ど
、複
合
的
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
要
介
護
高
齢
者
が
増

加
す
る
一
方
、生
産
年
齢
人
口
が
急
減
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、人
口
減
少
が
続
き
ま
す
が
、高
齢
者
の
割
合
や
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

が
増
加
し
て
お
り
、県
内
で
も
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、介
護
や
福
祉
分
野

の
需
要
は
、今
後
も
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、本
町
も
高
齢
者
の
方
々
が
地
域
社
会
と
の
良
好
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、

住
み
慣
れ
た
生
活
の
場
が
確
保
さ
れ
、高
齢
期
を
幸
せ
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
高
齢
者

の
福
祉
施
策
の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
って
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
貴
施
設
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、通
所
介
護
、短
期
入
所
生
活
介
護

及
び
長
期
入
所
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
連
携
し
、
一
貫
し
た
ケ
ア
を
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、大

き
な
強
み
で
あ
り
ま
す
。こ
れ
が
、地
域
の
高
齢
者
の
皆
様
、そ
し
て
ご
家
族
の
皆
様
が
、安
心
し

て
相
談
し
頼
れ
る
存
在
で
あ
り
続
け
た
所
以
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
利
用
者
の
方
々
の
満
足
度
の
向
上
を
常
に
念
頭
に
置
き
、多
く
の
方
々
が
抱
え
る
老
後
の
不

安
を
解
消
で
き
る
よ
う
、日
々
の
日
常
生
活
サ
ー
ビ
ス
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
が
ら
、

今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
運
営
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、貴
施
設
の
益
々
の
ご
発
展
と
、利
用
者
の
皆
様
の
末
永
い
ご
健
康
と
ご
長
寿

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、社
会
福
祉
法
人
朝
日
町
福
祉
会
の
理
事
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。も
と

よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
、ま
た
、福
祉・介
護
制
度
の
面
で
の
経
験
も
浅
く
、不
安
な

面
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
理
事
等
の
貴
重
な
経
験
を
活

か
し
な
が
ら
、誠
心
誠
意
重
責
を
果
た
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、皆
様
の
よ
り
一

層
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、平
成
七
年
七
月
に
、眼
下
に
母
な
る
川
最
上
川
が
流
れ
、遠
く
大
朝
日
岳
の
山
並

み
を
望
む
緑
豊
か
な
こ
の
大
地
に
、当
福
祉
会
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
荘
を

開
設
し
て
本
年
で
三
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。開
設
か
ら
五
年
間
は
国
の

措
置
制
度
に
よ
る
運
営
で
あ
り
ま
し
た
が
、平
成
十
年
四
月
に
待
機
者
の
増
加
等
に
伴
う

入
所
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
施
設
を
増
築
し
、特
養・短
期
入
所・デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
入
所
、利
用
定
員
の
拡
大
を
図
って
参
り
ま
し
た
。平
成
十
二
年
四
月
に
措
置
制
度
が
廃

止
さ
れ
、新
た
に
介
護
保
険
制
度
が
施
行
し
、利
用
者
と
の
契
約
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
つ
い
て
、質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
自
律
的
な
経
営
体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。さ
ら
に
介
護
保
険
制
度
発
足
の
背
景
か
ら
在
宅
福
祉
の
充
実
が
強
く
望
ま
れ

る
状
況
と
な
り
、平
成
十
七
年
六
月
に
町
当
局
の
ご
高
配
を
頂
き
、施
設
南
側
に
短
期
入

所・デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
棟
の
増
築
工
事
に
着
手
し
、翌
年
一
月
に
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
整
備
に
よ
り
同
年
四
月
か
ら
短
期
入
所・デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
定
員
の
拡
大
、そ
の

後
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
受
け
て
増
員
を
図
り
、地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
在
宅
福

祉
の
拠
点
支
援
施
設
と
し
て
の
役
割
を
担
って
お
り
ま
す
。

　
現
在
、感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が「
二
類
」か
ら「
五
類
」に
引
き
下
げ
ら
れ
た
と
は
い

え
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
続
い
て
お
り
、施
設
内
で
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生

や
在
宅
系
サ
ー
ビ
ス
の
休
止
、利
用
控
え
な
ど
法
人
経
営
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、当
法
人
が
掲
げ
る「
誠
実
、愛
情
、謙
虚
」を
介
護
理
念
と
し
て
、利
用
者

の
方
が「
明
る
く
、楽
し
く
、潤
い
」の
あ
る
生
活
を
送
って
い
た
だ
け
る
よ
う
、役
職
員
一
同

自
己
研
鑽
に
励
み
、よ
り
一
層
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
経
営
の
安
定
に
努
力
し
、地

域
福
祉
の
推
進
に
努
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、倍
旧
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
社
会
福
祉
法
人
朝
日
町
福
祉
会

　
　理
事
長

　熊 

谷

　貞 

則

　
常
日
頃
よ
り
、
地
域
の
皆
様
に
は
当
施
設
の
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
な
る
温
か
い

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ
様
を
も
ち
ま
し
て
、
本
年

は
ふ
れ
あ
い
荘
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
改
め
ま
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

 

こ
の
度
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
荘
の
施
設
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
記
念
の
年
に
施
設
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り

ま
す
と
共
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
皆
様
方
の
お
力

添
え
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
七
年
七
月
の
ふ
れ
あ
い
荘
開
所
以
来
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
生
活
指
導
員
、

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
生
活
相
談
員
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
生
活
相
談
員
と
し
て
勤
務
し

て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
ご
利
用
者
様
や
ご
家
族
の
方
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
の
方
々

と
関
わ
り
を
持
た
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
様
々
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
ご
利
用
者
様
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
内
容

で
し
た
。
「
お
ら
よ
、
人
か
ら
さ
っ
ち
ぇ
や
ん
だ
ご
と
は
ほ
が
の
人
さ
す
ね
。
人
が
ら
し

て
も
ら
て
、
う
れ
す
が
っ
た
こ
と
ば
人
さ
す
る
よ
う
に
し
て
い
ぎ
で
き
た
。
そ
う
す
っ
と

よ
、
人
づ
き
あ
い
、
う
ま
ぐ
い
ぐ
な
よ
。
い
い
ご
ど
も
、
わ
り
ご
ど
も
、
必
ず
じ
ぶ
ん
さ

か
え
て
く
る
（
私
は
人
か
ら
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
は
他
の
人
に
は
し
な
い
。
人
か
ら
し
て
も

ら
っ
て
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
す
る
よ
う
に
し
て
生
き
て
き
た
。
そ
う
す
る
と
、
人
間
関

係
は
上
手
く
い
く
ん
だ
よ
。
良
い
こ
と
も
、
悪
い
こ
と
も
、
必
ず
自
分
に
返
っ
て
く

る
）
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
ま
さ
し
く
「
善
因
善
果
」
「
悪
因
悪
果
」
。
こ
の
よ
う
に

過
ご
せ
れ
ば
公
私
共
に
、
穏
や
か
な
人
間
関
係
が
形
成
で
き
る
も
の
と
感
じ
、
私
も
そ
の

よ
う
な
生
き
方
が
で
き
れ
ば
と
、
日
々
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
先
輩
方
は
偉
大
で
す
。

　
現
在
、
物
価
高
騰
や
人
材
不
足
な
ど
高
齢
者
施
設
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す

ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
難
局
を
職
員
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
地
域
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
施
設
運
営
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
。

今
後
共
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

社
会
福
祉
法
人
朝
日
町
福
祉
会

　
　施
設
長

　鈴 

木

　宏 

彰

祝   

　

 

辞

朝
日
町
長

　鈴 

木

　浩 

幸

朝日町福祉会役員・評議員 【令和７年11月現在】

◆理　事（７人）熊谷貞則（理事長）、遠藤清実、冨樫冨美代、佐竹　健、鈴木宏彰、阿部喜栄治、村山　努
◆監　事（２人）若月加代子、白田征治
◆評議員（10人）白田みや子、菅井俊逸、柴田　勇、今井幸子、渡邉　勲、鈴木秀司、長岡久美子、阿部千尋、
　　　　　　　　五十嵐美恵子、白田昭子

（写真上段左より）　村山 努、 鈴木 宏彰、 佐竹 健、 阿部 喜栄治、 白田 征治
（写真下段左より）　若月 加代子、 熊谷 貞則、 遠藤 清実、 冨樫 冨美代
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朝
日
町
福
祉
会
の
あ
ゆ
み

朝
日
町
福
祉
会
の
あ
ゆ
み

写
真
で
ふ
り
か
え
る

写
真
で
ふ
り
か
え
る

平
成
５
年
度

 
11
月
11
日   

　
　
法
人
設
立
準
備
委
員
会
設
立

　
　
社
会
福
祉
法
人
朝
日
町
福
祉
会
に
法
人
名
称
決
定

　
２
月
16
日

　
　
朝
日
町
の
お
知
ら
せ
板
に
て
施
設
名
の
公
募

　
　
（
201
点
の
応
募
の
中
よ
り
施
設
名
「
ふ
れ
あ
い
荘
」
に
決
定
）

平
成
６
年
度

　
６
月
28
日

　
　
法
人
設
立
認
可
（
社
会
福
祉
法
人
朝
日
町
福
祉
会
）

　
７
月
５
日

　
　
法
人
設
立

　
７
月
８
日

　
　
第
１
回
理
事
会
開
催
　
朝
日
町
福
祉
会
役
員
選
任

　
　
（
理
事
７
人
、
監
事
２
人
）
初
代
理
事
長
に
鈴
木
治
郎
氏
就
任

　
８
月
３
日

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
荘
等
新
築
工
事
着
工   

　  

　

平
成
７
年
度

　
６
月
30
日

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
荘
等
新
築
工
事
竣
工

　
７
月
１
日

　
　
職
員
採
用
及
び
辞
令
交
付
式

　
７
月
18
日

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設
置
認
可
・
施
設
開
設
（
入
所
者
受
け
入
れ
開
始
）

　
　
入
所
定
員
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
50
名
、
短
期
入
所
事
業
10
名

　
８
月
１
日

　
　
老
人
短
期
入
所
事
業
開
始
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
事
業
開
始

　
　
朝
日
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
開
始 

平
成
９
年
度

　
７
月
28
日

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
荘
増
築
工
事
着
工

　
３
月
10
日

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
荘
増
築
工
事
竣
工          

平
成
10
年
度

　
４
月
１
日

　
　
施
設
開
所
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
定
員
50
名
か
ら
80
名
、

　
　
　
　
　
　
　
老
人
短
期
入
所
事
業
利
用
定
員
10
名
か
ら
16
名
に
増
）

　
10
月
24
日

　
　
常
陸
宮
殿
下
、
同
妃
殿
下
お
成
り

平
成
11
年
度

　
２
月
９
日

　
　
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
事
業
所
指
定

　
　
（
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
）

　
２
月
10
日

　
　
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
事
業
所
指
定

　
　
【
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
、
通
所
介
護
事
業
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
】  

平
成
12
年
度

　
４
月
１
日

　
　
介
護
保
険
法
施
行
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
事
業
所
指
定

　
　
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
）
、

　
　
　
２
代
目
理
事
長
に
保
利
貞
雄
氏
就
任

　　
７
月
３
日

　
　
創
立
５
周
年
記
念
式

平
成
13
年
度

　
11
月
28
日

　
　
社
会
福
祉
法
人
朝
日
町
福
祉
会
評
議
員
会
設
置
（
評
議
員
15
人
）

平
成
17
年
度

　
６
月
２
日

　
　
ふ
れ
あ
い
荘
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
・
ふ
れ
あ
い
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
増
築
工
事
着
工

　
７
月
１
日

　
　
創
立
10
周
年
記
念
式  

　
３
月
３
日

　
　
ふ
れ
あ
い
荘
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
・
ふ
れ
あ
い
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
増
築
工
事
竣
工

平
成
18
年
度

　
４
月
１
日

　
　
施
設
開
所
（
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
利
用
定
員
16
名
か
ら
25
名
、

　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
定
員
25
名
か
ら
35
名
に
増
）

平
成
22
年
度

　
４
月
１
日

　
　
３
代
目
理
事
長
に
齊
藤
宇
八
氏
就
任

　
10
月
29
日

　
　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
設
置
に
よ
り
防
災
面
の
強
化

平
成
23
年
度

　
４
月
１
日

　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用
定
員
35
名
か
ら
40
名
に
増

平
成
25
年
度

　
４
月
１
日

　
　
朝
日
町
と
「
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
の
指
定
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

平
成
27
年
度

　
７
月
24
日

　
　
創
立
20
周
年
記
念
事
業
　
ふ
れ
あ
い
荘
夏
ま
つ
り
開
催

平
成
28
年
度

　
４
月
１
日

　  

４
代
目
理
事
長
に
菅
井
博
氏
就
任

平
成
29
年
度

　
11
月
20
日

　
　
厨
房
設
備
改
修
に
よ
り
衛
生
面
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

令
和
元
年
度

　
７
月
26
日

　
　
ふ
れ
あ
い
荘
夏
祭
り
に
あ
わ
せ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
講
習
会
を
開
催

令
和
３
年
度

　
６
月
16
日

　
　
５
代
目
理
事
長
に
長
岡
重
利
氏
就
任

　
６
月
30
日

　
　
空
調
設
備
改
修
工
事
　
完
了

令
和
７
年
度

　
６
月
17
日

　
　
６
代
目
理
事
長
に
熊
谷
貞
則
就
任
（
現
在
に
至
る
）

　
９
月
26
日

　
　
創
立
30
周
年
記
念
式
典
　
開
催

平成７年７月
１７人の入所者と２８人の職員で、ふれあい荘がスタート
（貴重な１年後の入所者と職員の集合写真。ふれあい
   だより第１号表紙）

平成１０年１０月
常陸宮殿下、同妃殿下がおなりになり、優しくあたたかい
お言葉を賜りました。

平成１８年３月　待望の新デイサービス、短期入所棟完成
平成１０年４月　増築された施設
特養ホーム５０人から８０人、短期入所１０人から１６人に増床令和７年９月　ふれあい荘創立３０周年記念式の様子

平成２９年１１月　厨房改修工事
より安全で、おいしい食事提供ができるようになりました。

平成２５年４月
朝日町の要請により、「災害時における福祉避難所
の指定に関する協定」を締結

令和元年７月
夏祭りに合わせて、ボランティア
育成の講習会（車いす体験講習会）
を開催しました 30

年
30
年
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特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム

ふれあい荘ふれあい荘

夏はそうめん

この後
おいしく
頂きました。

毎日体操やレク活動で
　　体を動かしてます。

素敵な作品が
　　出来ました。

七夕の願い

祝　100歳

賀詞伝達

祝　白寿

七夕
夏祭り

笹竹の皮むき

余暇活動

素敵な笑顔 寒い日の
引っ張りうどん

四季折
々の食

事は

　　最
高だ～

暑い夏
には

　冷た
いもの

桜きれ
いだね

～

最高におい
しい

うまいよ
母の日

にお花

貰った
よ

願いが届
き

ますよう
に

かき氷と
水ようかん

どんどん焼き

桜を見に
　レッツゴ

ー
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ふれあい荘指定居宅介護支援事業所
電話　６７-３７０１

久しぶりの夏祭り

願いが叶い
　　ますように

短期入所サービス短期入所サービス

大きな声
で

「どっこ
いしょ」

余暇活動

日頃より、感染症対策にご協力いただきありがとうございます。
今後とも感染症予防に努め、より多くのご利用をお待ちしております。

地域医療研修のため、朝日町立病院より研修医の先生が
毎月いらっしゃってます

◎研修の内容は・・・

～毎日体操続けています～

りんご通り
継続は力なり

特別養護老人ホームの入所基準

　送迎車でのお迎えや入浴時
間の衣類の着脱介助、食事介
助等を通して、地域包括ケア
の実際について学んでいただ
いております。

８月は梅村先生 9月は仁藤先生

手と足動
かして

いつまで
も元気で

　　いた
いね

短冊に願いを込めて

　特別養護老人ホームに入所できる方は、原則要介護３・要介護４・要介護
５の方、もしくは、要介護１・要介護２の方でやむを得ない事情として「特
例入所の要件」に該当する方となります。

特別養護老人ホームの特例入所の要件は以下です。

〇認知症、知的障害・精神障害等を伴い、日常生活に支障をきたすような症
　状・行動や意思疎通の困難さ等が頻繁に見られ、在宅生活が困難な状態である。

〇家族等による深刻な虐待が疑われる等により、心身の安全・安心の確保が
　困難な状態である。

〇単身世帯である、同居家族が高齢または病弱である等により、家族等の支
　援が期待できず、かつ、地域での介護サービスや生活支援の供給が十分に
　認められないことにより、在宅生活が困難な状態である。

居宅介護支援

　不安なことや
困っていることはありませんか？ ケアマネジャーが

お宅を訪問します。

ご本人やご家族の状況を伺い
ケアプランを作ります。
＊ケアプラン作成の費用は

原則かかりません

介護サービスに係る手配や、
連絡・調整を行います。

毎月訪問して、状況把握、
サービス内容を見直します。

介護保険はよく聞くが
どんな事なんだろう？

親が同じ話を
何度もするように
なり心配…。

退院してきたが
高齢者世帯で

大丈夫だろうか・・。

運転や家事をしなくなり
何もしないことが目立って

きている。

介護認定を
受けたいが、どのように
すればいいのだろう。

自宅で自立した生活を
する為のケアプランの作成や
サービスの調整をします。

◆ご利用手続きの仕方◆

お気軽に

ご相談ください

退院するが自宅での
生活が不安だなぁ…

リハビリを受けたいが
どうしたらいいのだろう？

台所の仕事で立って
いることが大変で辛い。
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バスハイク　紅葉バスハイク　紅葉
バスハイク　花見バスハイク　花見

　　　花笠音頭や朝日音頭
思い出しながら踊りました

畑で採れた野菜の収穫
採れた野菜もいただきました
　　　　　

組一丸となり、応援にも熱が入りました。
久しぶりに童心に戻った時間でした。

職員がアイデアを出し合い、皆さんに楽しんで頂けるようイベントを企画しています。

夏祭り

新年会

団子さし

野菜作り

運動会

デイサービ
スセ
ンターふれあい荘ふれあい荘

平成7年8月開所。当初、利用者15名から営業開始。
平成18年4月　新デイサービスセンターを増築し、定員35名へ。
その後、平成23年４月定員40名に拡大。
地域の皆様に見守られながら30周年を迎えることができました。

春春

夏夏

秋秋

冬冬

クリスマス会
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社
会
福
祉
法
人
朝
日
町
福
祉
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
荘

ふ
れ
あ
い
荘
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

ふ
れ
あ
い
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
荘
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

社
会
福
祉
法
人
朝
日
町
福
祉
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ふ
れ
あ
い
荘

ふ
れ
あ
い
荘
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス

ふ
れ
あ
い
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
荘
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

発
　
　
行

ふ

れ
あ
い
荘

（
代
）

鈴
木
宏
彰
（
代
）

鈴
木
宏
彰

令
和
７
年
11
月

令
和
７
年
11
月

４
５
号
（
3
0
周
年
記
念
号
）

４
５
号
（
3
0
周
年
記
念
号
）

～
お
か
げ
さ
ま
で
ふ
れ
あ
い
荘
は
開
設
30周
年
を
迎
え
ま
し
た
～

～
お
か
げ
さ
ま
で
ふ
れ
あ
い
荘
は
開
設
30周
年
を
迎
え
ま
し
た
～

寄
付
・
寄
贈
（
順
不
同
）

寄
付
・
寄
贈
（
順
不
同
）

遠
藤

　博
幸

　様

菅
井

　孝
子

　様

柴
田

　長
五
郎

　様

長
岡

　満
智
子

　様

近
衛

　み
つ
ゑ

　様

阿
部

　文
彦

　様

阿
部

　俊
治

　様

佐
竹

　秀
俊

　様

阿
部

　吉
美

　様

菅
井

　正
治

　様

菅
井

　博

　様

伊
藤

　す
け
子

　様

長
岡

　輝
美

　様

鈴
木

　五
郎

　様

寒
河
江
法
人
会

　女
性
部

　様

古
川

　征
一

　様

常
盤
楯
山
を
整
備
す
る
会

　様

朝
日
町
商
工
会

　女
性
部

　様

安
藤

　昭
義

　様

退
職
公
務
員
連
盟

　朝
日
地
区
会

　様

渡
辺

　き
よ
み

　様

冨
樫

　冨
美
代

　様

阿
部

　勉

　様

柴
田

　勇

　様

堀

　文
仁

　様

鈴
木

　利
和

　様

五
十
嵐

　美
恵
子

　様

朝
日
町
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会

　様

な
ご
み
会

　様

朝
日
町
民
生
児
童
委
員

　様

朝
日
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

　様

（自）令和6年4月1日　（至）令和7年3月31日

事業報告書、決算書については法人事務所（ふれあい荘

事務室）またはホームページで閲覧することができます。
～閲覧について～

社会福祉法人朝日町福祉会　令和６年度 決算報告書

問合せ
TEL :0237-67-3701

職員募集中！
あたたかいお心遣いありがとうございます。あたたかいお心遣いありがとうございます。あたたかいお心遣いありがとうございます。

（令和６年９月～令和７年８月）

ふれあい荘では、一緒に働いてくれ
る職員を募集しています！募集職
種、詳細については、ハローワーク
や、電話にてお問合せください。ホ
ームページに、活躍している職員の
声なども掲載していますので、ぜひ
覗いてみてください！！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
訪
問
（
順
不
同
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
訪
問
（
順
不
同
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
し
ま
し
た
！

こ
ち
ら
で
も
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

https://w
w
w
.fureaiso.or.jp/

資産の部 負債の部
流動資産 546,950,202 流動負債 19,627,345
固定資産 606,209,153 固定負債 79,926,655

負債の部合計 99,554,000
純資産の部

基本金 0
国庫補助金等特別積立金 266,226,122
その他の積立金 0
次期繰越活動増減差額 787,379,233
純資産の部合計 1,053,605,355

資産の部合計 1,153,159,355 負債及び純資産の部合計 1,153,159,355

事業活動収入 (1) 430,189,493
事業活動支出 (2) 479,873,913
事業活動収支差額 (3)=(1)－ (2) △ 49,684,420
施設整備等収入 (4) 0
施設整備等支出 (5) 29,841,878
施設整備等収支差額 (6)=(4)－ (5) △ 29,841,878
その他の活動収入 (7) 74,685,726
その他の活動支出 (8) 50,171,471
その他の活動収支差額 (9)=(7)－ (8) 24,514,255
当期資金収支差額 (10)=(3)+(6)+(9) △ 55,012,043
前期末支払資金残高 (11) 582,334,900
当期末支払資金残高 (10)+(11) 527,322,857

サービス活動収益 (1) 421,748,195
サービス活動費用 (2) 498,266,723
サービス活動増減差額 (3)=(1) － (2) △ 76,518,528
サービス活動外収益 (4) 8,441,298
サービス活動外費用 (5) 0
サービス活動外増減差額 (6)=(4) － (5) 8,441,298
特別収益 (7) 0
特別費用 (8) 579,665
特別増減差額 (9)=(7) － (8) △ 579,665
当期活動増減差額 (10)=(3)+(6)+(9) △ 68,656,895
前期繰越活動増減差額 (11) 827,810,098
当期末繰越活動増減差額 (12)=(10)+(11) 759,153,203
その他の積立金取崩額 (13) 72,550,000
その他の積立金積立額 (14) 44,323,970
次期繰越活動増減差額 (15)=(12)+(13) － (14) 787,379,233

貸借対照表

事業活動計算書資金収支計算書

（単位：円）

（単位：円）（単位：円）
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